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この会議の流れ

・今大会でのTDの動きや服装について

・基本的なTDの役割・注意点について

・MOの通信機器活用の注意点

・審判員の目線からの助言及び注意事項

・質疑応答



TDの動きについて

・８月８日（金）よりTD会議に参加。

・服装については襟付きスラックス等。

・駐車場は祇園中（許可書準備）へ。

・競技運営についてもできるところは協力。

・TD控室は大会本部となります。



TDに関すること・・・ MO,TDの位置

　

・上記のような座席配置になります。２名でTKかSKを事前に決めておいてください。今大
会では右のようにMOが上部にくる形になります。

・ローカルTK,SKは今大会では高校生が行います（以下補助員）。



TDに関すること・・・その他

・今回の大会は退場者付きデジタイマーは使用しない。

・タイムアウトの時間の掲示はサブタイマーを活用。

・各自で笛を準備願います。

・公式記録用紙は記録担当から印字されたものが準備。



TDに関すること・・・その他②

・オフィシャルバッグの中身の確認は準備の方で。

　〇退場者の掲示カード（枚数準備）

　〇TD用補助記録用紙

　〇７ｍコンテストの用紙

　〇ストップウォッチ（電池含め）

　〇負傷者カード　などは特に注意



基本的なTDの役割（ガイドブック p3～p15)
・基本的な内容については、ガイドブックを参照する。

【試合前】

・公式記録用紙へのチーム責任者の署名依頼はTOが補助員ではなく、TOがおこなう。

・チーム役員の服装の色については、試合前に確認し、同色だった場合は注意するこ

と。装具についてはガイドブックp92からを参照。

・グリーンカードについてはTOが確実に手渡すこと。



基本的なTDの役割（ガイドブック p3～p15)
【試合中】

・SKはスコアについての責任を持つ。補助員と常に声をかけあいながら、得点の確認を

進めていく。

・スコアについて問題が発生した場合は、MOの了解を得て笛を吹き、試合を中断させ

る。

・SKは補助記録用紙を使って、記録を取る。

・TKは公式計時の動作が的確に行われているかを確認する。退場タイマーについても

同様。



基本的なTDの役割（ガイドブック p3～p15)
【試合中・・・交代地域の観察】

・交代地域でのスポーツマンシップに反する行為については、「管理的」に接するのでは

なく、「競技を共に創り上げる仲間」として接する。

・明らかなジャッジに対して、大声を出す、交代エリアのプレーヤーなどが立ち上がった

りする場合には、必ず交代エリアの前に行き、該当者と直接対峙してから「落ち着いてく

ださい」など制止する。→それでも繰り返される場合はMOに許可をもらってから、試合

を中断する。



基本的なTDの役割（ガイドブック p3～p15)
【試合中・・・交代地域の観察】

・スポーツマンシップに反する行為以外にも、次の視点から交代地域の管理を確実に行

う（p10参照）。

　〇ベンチの荷物の管理　

　〇登録者以外がベンチにいないか

　〇２名以上が立ち上がってチームに指示を出していないか

　〇チーム役員がむやみにゾーンを離れていないか　など



基本的なTDの役割（ガイドブック p3～p15)
【試合中・・・チームタイムアウト】

・チームタイムアウト請求時は受け取る、もしくは机におかれた瞬間に笛を吹いて試合を

中断させる。その後にグリーンカードを高くかざす。

・５０秒のカウントダウンについてはサブタイマーを活用（本大会）

・グリーンカードを出すのか出さないのかはっきりしない場合は「どうしますか？」と口頭

で確認する。

・TOは立ち上がり、ベンチの状況を観察する。ブザーと共に「入ってください」とコートに

入るように促す。



基本的なTDの役割（ガイドブック p3～p15)
【試合中・・・不正入場の取り扱い】

・不正入場については、MOの許可なしに試合を中断できる。

≪重要≫　P12

　これまではアドバンテージを考えず、「即座」に中断となっていたが、６月の改定により「明らか
な得点チャンスで、相手チームが不正入場を行った場合は、明らかな得点チャンスが終了する
まで待つことができる」となった。

　上記のような状況ではない場合は、即座に中断する（MOの許可なし）



基本的なTDの役割の中で注意したい部分について
は以上になります。



MOの通信機器活用の注意点

ガイドラインp80～p83に詳しく書かれています。今回の大会ではMOが通信機器をつけ

ることになりますので、MOの方は確認のほどをよろしくお願いします。

・事実判定に関する指摘はしてはいけないが、レフリーの資格で起こった失格相当の重

大は違反行為に対しては助言できます。

・TDから伝えることとしては「時間経過」「ゴールキーパー不在（エンプティ）」「得点」

「「チームタイムアウト」「罰則」「再開前」「不正交代」「負傷者」「退場中」「不測の事態」な

どがあげられています。

いくつか例をあげてみます。



MOの通信機器活用の注意点



MOの通信機器活用の注意点



MOの通信機器活用の注意点

MOの先生方は特に注意をお願いします。今後、TDが通信機器をつけて業務にあたる

こともあると思いますので、各自で研修をお願いします。



審判部の目線からの助言・注意事項

それでは原口先生お願いします。



TO割（現段階での予定）



TO割（現段階での予定）



質疑応答

　全体を通して、何かありましたらお願いします。
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